
コ
リ
Л
存
翻

』
ダ
″

一
』

む
日
圏

Ｗ
薔
□
蟄

Ｐ

４

麟

・
畠

　

　

　

ン
，

ｍ
濾雉
ガ
ノ
麒
嶼
「ず
′

塀
彩ゑ

蓄
音
機
の
農
示
会
を
２４

愛
好
家
で
大
盛
況
。
予
想

い
た
国
産
初
の
も
の
や
、

日
ま
で
徳
島
市
立
木
工
会

以
上
の
反
響
に

「音
の
雰

シ
リ
ン
ダ
ー
型
レ
コ
ー
ド

館
で
開
い
て
い
る
西
日
泰

囲
気
を
懐
か
し
ん
で
も
ら

用
蓄
音
機
な
ど
量
重
な
品

助
さ
ん
（６６
）＝
鳴
門
市
大

え
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

ば
か
り
。
す
べ
て
修
理
を

津
町
木
津
野
、
郵
便
局
契

を
見
せ
る
。　
　
．　
　
　
済
ま
せ
て
お
り
、
音
楽
を

約
職
員
、
写
真
。
会
場
は
．

展
示
し
た
２０
台
は
、
ア

聴
く
こ
と
が
で
き
る

″現

音
楽
フ
ァ
ン
や
蓄
音
機
の

サ
ガ
オ
型
の
ホ
ー
ン
が
付

役
″
だ
。

「蓄
音
機
を
聴

増
無
驚
』
熟
）
一纂
響
薇
響
塚
櫓・一雄
義
一ヽ確
ｔ

い
て
い
る
と
ノ
ス
タ
ル
ジ

ー
を
感
じ
、
時
が
た
つ
の

を
忘
れ
る
」
と
魅
力
を
話

す
。蓄

音
機
は
、
約
１０
年
か

け
て
骨
と
う
品
店
で
購

入
。
月
に
■
度
は
大
阪
に

出
掛
け
、
気
に
入
っ
た
も

の
が
あ
れ
ば
買
い
求
め

る
。
映
画
ポ
ス
タ
ー
の
収
・

集
も
し
て
お
り
、
展
示
会

は
２
年
前
の
映
画
グ
ッ
ズ

展
に
続
き
２
回
目
。

「
こ

れ
か
ら
も
普
の
ラ
ジ
オ
な

ど
秘
蔵
品
を
展
示
し
た

い
」
と
意
欲
い
っ
ば
い
。

家
族
対
象
に
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ヽヽ
こ
シ仁
一こ
一一一〓〓
一″二一
ヽ

二
、
ア
ナ
〓
ク
文
化
を
走
承
し
て
し
く
。
活
童
の
第
■
〓一
と
し
て
ｒ
二
、
ま
障
し
た
■
９

６
４
年
製
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
修
理
を
徳
島
市
立
木
工
会
館
で
実
演
し
、
レ
コ
ー
ド

の
豊
か
な
音
域
を
再
現
す
る
。　
　
・　
　
　
　
　
・

徳
島
エ
ジ
ソ
ン
正
房
は
、
∞
・

～
η
代
の
元
会
社
員
や
電
子
部

品
販
売
店
経
営
者
ら
１２
人
で
―

米
国
の
発
明
王
エ
ジ
ソ
ン
が
生

ま
れ
た
２
月
１１
日
に
発
足
し

た
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が

ア
ナ
ロ
グ
機
器
の
修
理
や
産
業

用
機
械
な
ど
の
設
計
を
手
掛
け

た
経
験
が
あ
り
、
電
子
回
路
や

部
品
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
を

持
っ
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
の
は
徳
・

島
市
川
内
町
加
賀
須
野
の
吉
物

商
近
藤
俊
興
さ
ん
（％
）
。
修
理

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
製
品

が
無
造
作
に
捨
て
ら
れ
る
現
状

・
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一羞

〓
ｔ
三

二́

一一は
蚕
行

者
の
一一一一一成
で
、
今
夏
、
■
学
生

対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
開
．

■
き
、
真
空
管
ラ
ジ
オ
作
り
を
手

・

一ほ
ど
き
す
る
プ
デ
ジ
タ
ル
機
器

し
か
知
ら
な
い
世
代
に
ア
ナ
ロ

グ
機
器
の
仕
組
み
を
伝
え
、
も

．

の
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
て

・も
ら
い
た
い
考
え
。

近
藤
さ
ん
は

「音
の
製
品
で
　
・

も
部
品
さ
え
あ
れ
ば
直
せ
る
の
　
一

で
、
捨
て
る
前
に
声
を
掛
け
て
　
一

ほ
し
い
。
活
動
に
協
力
し
て
く
　
．

れ
る
メ
ン
バ
ー
も
募

っ
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。

木
工
会
館
で
の
修
理
の
実
演

は
、
１７
日
午
前
１０
時
か
ら
と
午

後
２
時
か
ら
の
２
回
。
問
い
合

わ
せ
は
事
務
局

〈
電
０
８
８

（６
２
２
）
８
８
４
０
〉
。
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一

姜
し
、
家
具
の
ト
ー
タ
ル
一ュ
‘
‐＞´
´

渥
作
り
を
提
案
す
る

一春
の
　
一
疏

木
工
ま
つ
り
　
ｉ
ｎ
　
Ｆ
Ｕ
　
］
リ

Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
」
を
７
～
Ｈ
日
、
　

日
風

松
茂
町
笹
木
野
の
富
士
フ
ァ
　
一不

ニ
チ
ア
徳
島
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
　
壼
贋

（
尋ヽ
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

ノヽ

「
け
く
　
　
　
　
　
　
　
　
イん

〓
こ
れ
ま
で
木
工
ま
つ
り
は
　
“
ミ

徳
島
市
立
木
工
会
館
で
行
わ
　
と
剛

れ
て
い
た
が
、
ス
ベ
ー
ス
の
　
動
跡

関
係
上
、
部
屋
の
ト
ー
タ
ル
　
ロ
綱

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
は
大
型
　
伯
時

家
具
の
ベ
ッ
ド
や
食
器
棚
を
　
評̈
一

設
置
で
き
な
か
っ
た
。
来
場
　
勤
導

者
に
部
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
　
“
磯

じ
て
も
ら
お
う
と
、
会
場
を
　
４
‘

大
型
家
具
が
設
置
し
や
す
い

富
士
フ
ァ
ニ
チ
ア
徳
島
シ

ョ

一三

二
一
ｉ
一菫
．〓

〓

担い手も育成 17騰、観苺兆醸で修理実

前回の本工 まつ りに出品 されたダイニ ング・ リピンタ
セ ッ トの家具一徳島市立木工会館

口
指
核
家
具
三
房
な
ど
木
〓

業
者
が
製
作
し
た
大
型
の
ダ

イ
エ
ン
グ

・
リ
ピ
ン
グ
セ
ツ

ト
や
ベ
ッ
ド
に
加
え
、
小
物

家
具
の
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
を

配
置
。
食
器
棚
は
初
の
出
展

と
な
る
。
色
や
デ
ザ
イ
ン
ヘ

の
こ
だ
わ
り
も
強
く
な

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
生
か
し
た
３
部
屋

を
用
意
す
る
。

県
内
の
家
具

・
木
工
品
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
お

買
い
得
品
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
。
企
業
の
在
庫
品
か
ら
ソ

フ

ァ
や
ダ
イ

エ
ン
グ
セ

ッ

ト
、
人
気
の
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド

な
ど
大
型
の
物
か
ら
、
手
鏡

鶴鮨
諄
超
・タ
ー

)ａ′
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
華
麗
な

閉
幕
す
る
十
日
ま

る

一
族
」
に
使
わ
れ
た
家
具

を
徳
島
市
立
木
工
会
館
で
公

け
付
け
る
。

開
し
て
い
る
市
地
場
産
業
振
一

ち
な
ん
で
、

興
協
会
は
七
日
か
ら
、
家
族

限

っ
た
。

違
れ
を
対
象
に
家
具
と
の
記
・

が
撮
影
し
、

念
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

士叩
・
工
し
て
送
付
す
る
。

る
。
四
月
二
十
六
日
の
公
開

以
来
、
運
日
百
人
以
上
が
来

展
示
し
て
い
る
の
は
、
同

の
一
一十
八
日
に
は
五
百
人
、

番
組
で
人
気
タ
レ
ン
ト
の
本

二
十
九
日
に
は
四
百
人
が
訪

村
拓
哉
さ
ん
ら
が
演
じ
る
万

館
。

「
写
真
を
撮
り
た
い
」

俵
一
族
が
毎
年
正
月
を
過
ご

撮
影
サ
■
ビ
ス
は
無
料
，

．
日

す
ホ
テ
ル
で
使
わ
れ
た
ダ
．イ

申
し
込
み
は
、
同
協
会

〈
電

可
を
得
た
。

主
ン
グ
セ
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や
応
接
セ
ツ
・
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８
８
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４
５

卜
な
ど
三
十
点
。
徳
島
市
国

３
〉
。
　
．　
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れ
た
。

．い
た
と
い
・
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